京へ 出て 来て、 叔母さんのと ころから 女学校に 通い、 

それから、 若くて 結婚した が、 まだ 先方へ 入籍 もす ま 

さない うちに、 夫 は 召集され て 戦死して しまった。 彼 

女 は 叔母さんの 家に 戻り、 ちょっとした 恋愛 火遊びめ 

いた こと もあった らしい が、 それ も 立ち消え、 彼女 は 

加津 美の 女中に なって しまった。 過去の 痛手が まだ 心 

に 残って るので あろう か。 私が そのこと に ふれる と、 

彼女 は 私を睥 みつける ようにして 言 つ た。 

「わたし はこれ まで、 誰も 愛した ことはありません。 

ヒ i こ あな ヒ i こけよ。 」 

或いは、 秋 田の 田舎に 幼な 馴染みの 男で もあって、 



世の中 を 見限り、 その 男に 嫁ぐ つもりで もい るの か。 

「いいえ、 そんな ひとは 誰もありません ご 

私を睥 みつける ようにして 言う。 

「それで は、 結婚 はだめ だとしても、 一 緒に 暮す こと 

にして はどうだろう。 アバ —„ ^かなに か 見つけて、 一 

緒に 住み、 僕 は 会社に 勤め、 君 は加津 美で 働く …… ご 

「そんな 面倒な ことしなくても、 わたし、 今の ままで 

いい わご 

「今の ままで はう まくい かないと、 君が 言い出したん 

だよ ご 

「だから、 くにへ 帰ろうかと ES つたの ご 



「あなたの 頰っぺ た をな ぐったら …… どうな さる ご 

愚問に は 答えない に 限る。 私 は 黙って、 ウイ スキ— 

を 飲んだ。 

「わたし、 もうく にへ 帰る の はやめます。 その代り、 

あばれて やる から ご 

眼に いっぱい 〔# 「 眼に いっぱい」 は 底本で は 「眼に 

いっぱい 匕 涙 をた めて、 渎を すすった。 

「癩 にさ わる。 …… あなたの おかげで、 わたし、 だめ 

になつ ちゃった。 …… どうして 下さる の ご 

いつもと まるで 調子が 違って、 酔狂の 沙汰 だ。 

「いい わ、 あばれて やる から ご 
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